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回答者 8 0 0 名
日本国内旅行市場

ク ラ ス タ ー分析に よ る
グ ル ー プ分類

特徴的なグル ー プ
属性の選定 ・明確化 観光コ ン テ ン ツ分析

抽出されたターゲットに対し
てのコンテンツマッチ

第1段の調査によって得られ
たターゲット候補に対して、
どんなコンテンツがマッチす
るかを検証する調査

可能性のある顧客の仮説構築作業

デモグラフィック（年齢/性別/収入/家族構成など）とサイコグ
ラフィック（ライフスタイル、旅行潜在ニーズ）の掛け合わせ

• シュノーケル
• やちむん
• トレッキング
&カヤック

• 斎場御嶽
• 沖縄料理

第1段 ターゲット分析（ペルソナ） 第2段 観光コンテンツ分析
クラスター分析によりプロモーションを考える上での旅行の潜在ニーズを把握し、ペルソナを抽出。さらに観光コンテンツ分析により沖縄の観光コンテンツに対する需要を探る。

首都圏在住
ファミリー

関西圏在住シニア 都市部在住若年層

調 査 概 要

狙い等小項目大項目

・属性の分類
・旅行に対する価値観の把握

属性(性別/年齢/居住地/収入/職業)
国内旅行経験（過去5年の国内宿泊旅行回数・地域）
旅行形態・価値観（同行者・旅行のきっかけ・価値観）

属性、旅行経験など
基本項目

・旅行に行くきっかけ、旅行ニーズ等の把握
旅行ニーズ（食事/買い物/家族・恋人友人と楽しみたい/ストレス解消/自然景色/歴史/交
流/日常を離れてゆっくり/緊張感/写真/スポーツ/テーマパーク/博物館/ロケ地/地域の生活体
験/街の散策/SNSに投稿）

日常生活、旅行に関する
サイコグラフィック

・ターゲットが潜在的に求める沖縄の観光コンテンツ
の把握

観光コンテンツを5つ選定し体験意向を調査
費用を追加してでも体験したいことの調査

観光コンテンツ
マッチング分析

インターネットパネル調査

■インターネット上のアンケー
トパネルを活用した市場調査
■条件 国内20~69歳男女（旅
行の意思決定ができる世代）5
年以内沖縄訪問経験者

クラスター分析とは

多くの情報の中から仮説を
元に、情報の関連性を明ら
かにする「多変量解析」の
手法の一つ。クラスターは
英語で「集団」「群れ」の
ことで、似ているものが多
く集まっている様子を指す
言葉であり、「クラスター
分析」は異なる性質のもの
が混ざり合っている集合体
の中から、互いに類似した
性質のものを集めて集団
（クラスター）を作り、対
象を分類する分析手法のこ
とを指す。

マーケティングのターゲッ
ト戦略を考える際、生活者
の意識や行動の特性により、
グルーピングを行うときに
用いられる。

分類の形式として、階層的
方法と非階層的方法の2つ
に大きく分かれるが、本調
査では非階層的方法を用い
て分析した。
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ペ ル ソ ナ 分 析

01
沖 縄 旅 行 潜 在 層 の 潜 在 ニ ー ズ を 明 ら か に す る
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調 査 の 流 れ （ ペ ル ソ ナ 分 析 ）

ペルソナ策定
因子分析による
共通因子の抽出

国内旅行者のアン
ケートリサーチ

クラスター分析に
よるグループ化

属性

旅行目的

アンケートの旅行目
的の結果から旅行に
対する潜在ニーズを

抽出

因子分析の結果と、
属性情報等を元にし
たクラスター分析に
よりグルーピング

分析結果から見える
旅行者像を可視化

デ ー タ 収 集 デ ー タ 分 析 結 果
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調 査 項 目
属性

• 年齢/性別/居住地/収入/職業

旅行ニーズ
• その地域の美味しいものが食べたいから
• 買い物がしたいから
• 家族・恋人・友達と楽しみたいから
• ストレスを解消したいから
• 見たことがない自然景色を見たかったから
• その地域の歴史や遺産を見たいから
• その地域の人と交流したいから
• 日常を離れてゆっくりしたいから
• ドキドキした緊張感を味わいたいから
• 写真を撮りたいから
• ウィンタースポーツ、マリンスポーツ、ゴルフなどで体を動かしたいから
• テーマパークなどのエンタメ施設に行きたいから
• その地域の美術館や博物館に行きたいから
• 映画・アニメ・ドラマなどの撮影地に行きたいから
• その地域の暮らしや生活体験をしてみたいから
• 街を散策したいから
• SNSに投稿して充足感を伝えたいから

旅行経験
• 過去5年以内国内宿泊旅行回数/5年以内宿泊旅行地域 ※ 5 年 以 内 沖 縄 訪 問 者 以 外 は 以 降 の 設 問 の 回 答 な し

旅行形態・価値観
• 旅行同行者/旅行のきっかけ/旅行の価値観
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因 子 分 析 結 果 （ 共 通 す る 旅 行 目 的 を 抽 出 ）

※ 最 尤 法 に よ る 因 子 分 析

旅行に対する
潜在ニーズ

ア ク テ ィ ビ テ ィ 因 子

リ ラ ッ ク ス 因 子

文 化 探 訪 因 子

調査項目のうち、旅行目的の複数回答設問においてそれぞれの回答結果の相関関係をまとめ上げ、3つの潜在ニーズ（共通因子）を設定。
最尤法（さいゆうほう）という、項目を選択する確率(尤度)が最大になる平均値を探す手法にて、回答の確率に注目して解析を実施。

相関要素A 相関要素B 相関要素C
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ア ク テ ィ ビ テ ィ 因 子

リ ラ ッ ク ス 因 子

文 化 探 訪 因 子

1

2

3

旅 行 に 対 す る 潜 在 ニ ー ズ

体 を 動 か す ア ク テ ィ ビ テ ィ
テ ー マ パ ー ク な ど を 楽 し む 、 S N S 拡 散

ゆ っ く り 過 ご す 、 ス ト レ ス 解 消
自 然 景 色 、 家 族 友 達 恋 人 と 過 ご す

地 域 の 歴 史 や 文 化 遺 産 、 美 術 館 、 博 物 館

キ ー ワ ー ド

3 種 類 の 旅 行 ニ ー ズ （5 年以内沖縄訪問経験のある旅行者）

旅 行 に 対 す る 潜 在 ニ ー ズ と し て 、 3 つ の 要 素 （ 3 因 子 ） を 抽 出



グ ル ー プ 化 （ ク ラ ス タ ー 分 析 ）

全 回 答 者 を 回 答 項 目 の 類 似 性 を も と に グ ル ー プ に 分 類 し て ペ ル ソ ナ 化
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ク ラ ス タ ー 分 析 に よ
る グ ル ー プ 分 類

そ れ ぞ れ の グ ル ー プ
属 性 の 明 確 化

回 答 者 8 0 0 名
日 本 国 内 旅 行 市 場
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・
男性25-29▲

▲

・
女性30-34

・男性20-24

・
女性25-29

女性40-44
・・

男性50-54

・
男性40-44 男性30-34・

女性55-59・

男性60-64
・

男性45-49
・

・男性35-39

女性35-39
・

女性45-49
・

・
女性50-54

・
男性65-69

女性60-64
・

男性55-59
・

文化探訪因子

▲

リラックス因子

アクティビティ因子

2変数散布図：バイプロット図※性年代・深層ニーズ（旅行因子）の２つの変数に絞った場合のイメージ図

首都圏在住
沖縄リピートファミリー

中高年
リッチトラベラー

都市部在住
アクティブ若年層

関西圏在住旅好き
シニア夫婦

・女性20-24

：深層ニーズ群

：策定したペルソナ

ペルソナ群と深層ニーズ（共通因子）の関係性を明確にするために、非階層クラスタ分析を実施し、様々な角度の分布から相関性の高い集
合体で整理。

※その他、属性情報、旅行経験、旅行深層ニーズなどの変数を用いて４つのペルソナに分類

非階層クラスタ分析（ k - m e a n s法）結果イメージ
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首 都 圏 在 住 沖 縄 リ ピ ー ト フ ァ ミ リ ー

都 市 部 在 住 ア ク テ ィ ブ 若 年 層

関 西 圏 在 住 旅 好 き シ ニ ア 夫 婦

中 高 年 リ ッ チ ト ラ ベ ラ ー

A

B

C

分 析 結 果 ： 4 種 類 の ペ ル ソ ナ

D

5 年 以 内 に 沖 縄 訪 問 経 験 の あ る 日 本 人 8 0 0 サ ン プ ル

※対象サンプル数：174

※対象サンプル数：240

※対象サンプル数：184

※対象サンプル数：202
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ペ ル ソ ナ A

首 都 圏 在 住 沖 縄 リ ピ ー ト フ ァ ミ リ ー

東 京 や 神 奈 川 な ど 首 都 圏 在 住 3 0 代 後 半 ～ 4 0 代 後 半 の フ ァ ミ リ ー 層 。 世 帯 年 収 が 平 均 を 大 き く 上 回
る 1 0 0 0 万円以上であり、過 去 5 年に 6 回以 上国内宿泊旅 行を実施する ヘビートラベ ラー。また、 沖
縄訪問 も 2 回 以上が 6 4 . 3 % 以上い るリ ピ ーター であ り 、沖縄 紹介 意 向も非 常に 高 い沖縄 ファ ン 層。
旅 行 形 態 は 子 供 を 連 れ て の 旅 行 が 多 く 、 旅 行 に 対 し て 「 ア ク テ ィ ビ テ ィ 」 「 リ ラ ッ ク ス 」 「 文 化
探 訪 」 な ど 全 方 位 で の 充 足 を 求 め る 傾 向 に あ る が 、 特 に 「 ア ク テ ィ ビ テ ィ 」 へ の 潜 在 的 欲 求 が 強
い。また、旅行に対してのこだわりが非常に強い。

プ ロ フ ィ ー ル ： 首 都 圏 在 住 3 0 代 後 半 ～ 4 0 代 後 半 フ ァ ミ リ ー

世 帯 年 収 ： 非 常 に 高 い （ 1 0 0 0 万 円 以 上 ）

同 行 者 ： 家 族 連 れ

旅行目的：アクティブ・リラックス・文化全方位で関心が高い
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ペ ル ソ ナ B

都 市 部 在 住 ア ク テ ィ ブ 若 年 層

関 東 圏 ・ 関 西 圏 在 住 の 若 年 層 会 社 員 。 収 入 は 平 均 的 。 旅 行 に は 体 を 動 か し た り 、 地 元 の 食 事 を 味
わ う な ど の 要 素 を 求 め る 。 国 内 宿 泊 旅 行 に は 5 年 で 4 回 以 上 実 施 す る 旅 行 者 で あ り 、 一 人 旅 を 実 施
することもある。旅行に対する意思決定は他者の影響も受ける。

プ ロ フ ィ ー ル ： 関 東 ・ 関 西 圏 在 住 2 0 ～ 3 0 代 の 男 女 若 者

世 帯 年 収 ： 平 均 的 （ 4 0 0 ～ 6 0 0 万 円 ）

同 行 者 ： 一 人 旅 、 小 さ い 子 供 連 れ 、 夫 婦 ・ パ ー ト ナ ー

旅行目的：アクティブに過ごしたい意向がやや強い
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ペ ル ソ ナ C

関 西 圏 在 住 旅 好 き シ ニ ア 夫 婦

大阪・兵庫など関西圏に多く在住している旅行好き 5 5 歳以上のシニア層。夫婦で旅するだけでなく、
一 人 旅 も 実 施す る 。 そ の 地域 の 歴 史 ・ 文化 へ の 関 心 が比 較 的 高 い 傾向 に あ り 、 博物 館 や 美 術 館へ 訪
問する。年収は低い傾向にあるが、過去 5 年に 6 回以上旅行を実施している人も多い。旅行の意思決
定には自身のこだわりが強い傾向があるが、特にこだわりがない層も一定数いる。

プ ロ フ ィ ー ル ： 関 西 圏 在 住 旅 行 好 き シ ニ ア

世 帯 年 収 ： や や 低 い （ リ タ イ ア 済 み 含 む ）

同 行 者 ： 夫 婦 旅 、 一 人 旅

旅行目的：地 域 の 歴 史 ・ 文 化 に 関 心 が あ る
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ペ ル ソ ナ D

中 高 年 リ ッ チ ト ラ ベ ラ ー

4 0 代 後 半 ～ 6 0 代 前 半 の 旅 好 き 中 高 年 。 旅 行 に 対 し て リ ラ ッ ク ス し た い 意 向 は あ る が 、 そ れ ほ ど 強
く は な い 。 ま た 旅 行 先 の こ だ わ り も あ ま り な い が 、 一 定 期 間 ご と に 旅 行 に 出 か け る こ と が 恒 例 と
なって いる 。 沖縄訪 問は 4 回以上 が 2 3 . 3 % と多 いが 、 沖縄紹 介意 向 は沖縄 訪問 経 験者の 中で は やや
低い層。沖縄の観光コンテンツの体験意向も低い。

プ ロ フ ィ ー ル ： 4 0 代 後 半 ～ 6 0 代 前 半 旅 行 好 き 夫 婦

世 帯 年 収 ： 高 い （ 7 0 0 万 以 上 が ボ リ ュ ー ム ゾ ー ン ）

同 行 者 ： 夫 婦 ・ 一 人 旅

旅行目的：リラックスしたい意向はあるが、こだわりはあまりない
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補 足 ： 収 入 分 布

※ 厚 生 労 働 省 「 国 民 生 活 基 礎 調 査 」 2 0 2 2

日 本 全 国 の 世 帯 平 均 所 得 金 額 は 5 4 5 万 ７ 千 円 、 中 央 値 は 4 2 3 万 円
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旅 行 に 期 待 す る 潜 在 ニ ー ズ （ 全 体 比 較 ）

首 都 圏 在 住 沖 縄
リ ピ ー ト フ ァ ミ リ ー

ペ ル ソ ナ A

関 西 圏 在 住 旅 好 き
シ ニ ア 夫 婦

ペ ル ソ ナ C

首 都 圏 在 住
ア ク テ ィ ブ 若 年 層

ペ ル ソ ナ B

中 高 年 リ ッ チ
ト ラ ベ ラ ー

ペ ル ソ ナ D
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旅 行 に 期 待 す る 潜 在 ニ ー ズ （ ペ ル ソ ナ A ）

旅 行 潜 在 ニ ー ズ の 3 因 子 に お
い て 全 体 的 に 高 い 得 点 。

マ リ ン ス ポ ー ツ の よ う な 体 を
動 か す ア ク テ ィ ビ テ ィ か ら 、
歴 史 や 文 化 、 景 色 、 グ ル メ に
い た る ま で 興 味 が 高 い 。 文
化 ・ リ ラ ッ ク ス 要 素 も 求 め る
ヘ ビ ー ト ラ ベ ラ ー 。
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0.8

1

アクティビティ因子

リラックス因子文化探訪因子

首 都 圏 在 住 沖 縄 リ ピ ー ト
フ ァ ミ リ ー
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旅 行 に 期 待 す る 潜 在 ニ ー ズ （ ペ ル ソ ナ B ）

ア ク テ ィ ビ テ ィ 因 子 が や や 高
い 。

年 齢 層 は 若 く 、 体 を 動 か す こ
と や 飲 食 で 旅 を 充 足 さ せ た い
と い う 潜 在 ニ ー ズ が あ る と 推
察 で き る 。
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0.2

0.4

0.6

0.8

1

アクティビティ因子

リラックス因子文化探訪因子

首 都 圏 在 住
ア ク テ ィ ブ 若 年 層



19

旅 行 に 期 待 す る 潜 在 ニ ー ズ （ ペ ル ソ ナ C ）

文 化 探 訪 因 子 が 全 要 素 の 中 で
比 較 的 強 め に な っ て い る 。

シ ニ ア 層 で あ る た め 、 ア ク
テ ィ ブ な 旅 行 よ り は 地 域 の 歴
史 ・ 文 化 を 学 ぶ こ と に 重 点 を
置 く 。
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関 西 圏 在 住 旅 好 き
シ ニ ア 夫 婦
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旅 行 に 期 待 す る 潜 在 ニ ー ズ （ ペ ル ソ ナ D ）

全 体 的 に 旅 行 に 求 め る 要 素 は
低 い が 、 リ ラ ッ ク ス 要 素 が や
や 高 い 傾 向 に あ り 、 ア ク テ ィ
ビ テ ィ 因 子 は ゼ ロ に 近 い 。

旅 行 頻 度 は 多 い が 、 ど ち ら か
と い え ば 現 地 で ゆ っ く り し た
い と 考 え て い る 。
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ト ラ ベ ラ ー
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ペ ル ソ ナ の 特 徴 詳 細 デ ー タ

国 内 旅 行 潜 在 ニ ー ズ 調 査 ・ 分 析 _ 定 性 調 査 （ パ ネ ル 調 査 ）

日 本 人 観 光 客



22 *グレーバーは全体の割合

首 都 圏 在 住 沖 縄 リ ピ ー ト フ ァ ミ リ ーA



23 *グレーバーは全体の割合

*沖縄訪問者に絞り込んでいる
ため沖縄は100%になる

首 都 圏 在 住 沖 縄 リ ピ ー ト フ ァ ミ リ ーA



24 *グレーバーは全体の割合

B 都 市 部 在 住 ア ク テ ィ ブ 若 年 層



25 *グレーバーは全体の割合

*沖縄訪問者に絞り込んでいる
ため沖縄は100%になる

B 都 市 部 在 住 ア ク テ ィ ブ 若 年 層



26 *グレーバーは全体の割合

C 関 西 圏 在 住 旅 好 き シ ニ ア 夫 婦



27 *グレーバーは全体の割合

*沖縄訪問者に絞り込んでいる
ため沖縄は100%になる

C 関 西 圏 在 住 旅 好 き シ ニ ア 夫 婦



28 *グレーバーは全体の割合

D 中 高 年 リ ッ チ ト ラ ベ ラ ー



29 *グレーバーは全体の割合

*沖縄訪問者に絞り込んでいる
ため沖縄は100%になる

D 中 高 年 リ ッ チ ト ラ ベ ラ ー



観光コンテンツ分析

02



ペルソナと各観光コンテンツ

各観光コンテンツの体験意向が高い人は、
どのような人なのか

31



分 析 方 法 １ 沖 縄 の コ ン テ ン ツ 体 験 意 向

各 観 光 コ ン テ ン ツ に 対 し て 「 写 真 の 観 光 ア ク テ ィ ビ テ ィ を 予 約 し た い と 思 い ま す か 」体 験 意 向

体験意向が高いペルソナを抽出し、マッチングを図る
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分 析 方 法 2  高 付 加 価 値 化 に 向 け た サ ー ビ ス

各 観 光 コ ン テ ン ツ の 体 験 意 向 の あ る 人 に 限 定 し 、 費 用 を 追 加 し て で も 欲 し い サ ー ビ ス
を 自 由 回 答 で ヒ ヤ リ ン グ 。 追 加 し て も 良 い 費 用 を 抽 出

高 付 加 価 値 化
（ 分 析 例 ）

33

※ワードクラウド分析で回答の
多いキーワードを拡大表示


